
☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2022/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

1  2  2  

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 7  30  6  1  3  1  1  1  3  1  

平
　
野

大
　
正

住
之
江

西
　
成

阿
倍
野

生
　
野

住
　
吉

中
　
央

浪
　
速

港 西
東
住
吉

3  

地
域
別

大阪市北部 大阪市中部 大阪市南部

西
淀
川

淀
　
川

東
淀
川

此
　
花

R3 2  1  

城
　
東

東
　
成

鶴
　
見

天
王
寺

福
　
島

北
都
　
島

旭

5  

R2 1  1  

R1(H31)

その他 計

H30

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業

1  R3  1   

1  R2 1     

3  R1(H31) 3     

1  1  2  H30     

その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡

 3  52  2   63  

 

計 1  1  1  3  

精神障害

52  2  54  

2  7  

知的障害

その他の障害 1  1  3  

1  

 肢体不自由

B1 B2 計

身
体
障
害

視覚障害

 

1  1  

内部障害 1  

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A

聴覚・言語障害

計

障害支援区分  1  3  16  34  54  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

40.56歳 ２障害重複 人

○ 女 45.5 歳 

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男

３障害重複 人

8  14  12   1  54  計 2  1  3  3  10  

60歳～ 計

5  3  7  1  20  女 2  2  

男 2  1  1  3  8  

・利用者の権利擁護をすすめる
・個人のニーズにもとづく支援をおこなう
・地域福祉の拠点となることを目指す

・利用者の特性にあわせた班編成
・活動は小グループ化し、細やかな支援をおこなう
・自己選択、自己決定を尊重し、ひとり一人のニーズに基づく支援をおこなう

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

3  11  5  34  

50～54歳 55～59歳

TEL/FAX 06-6390-5666 06-6302-2551 設 置 年 月 日 平成3年12月1日

郵 便 番 号 532-0031 ホームページアドレス http://www.kashima-yuai.or.jp

所　在　地 大阪市淀川区加島1-49-21 Eメールアドレス kibou@kashima-yuai.or.jp

2022/4/1現在

施設・事業所名 加島希望の家 施設・事業の内容 生活介護

法　人　名 (社福) 加島友愛会 利　用　定　員 50名

http://www.kashima-yuai.or.jp/
mailto:kibou@kashima-yuai.or.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 54    54  

４.　日課

時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

　

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 2 階建

㎡

4 室 1 室

11.アクセス

線 駅 徒歩 010 分

バス 停 徒歩 005 分

バス 駅 徒歩 005 分

・ＪＲ東西線加島駅下車　東へ徒歩10分
・大阪シティバス「加島駅前」「神崎橋」行き加島中
下車　　・阪急バス「加島駅前」「西川」行き加島中
下車　　　　　　　（加島中バス停より南へ徒歩5分）

JR東西 加島

阪急 加島中

大阪セティ 加島中

運動場 なし 入浴設備 シャワーのみ

併設施設 あり グループホーム加島苑

エレベーター あり 階段手摺 あり

多目的トイレ あり 公衆電話 なし

敷地面積 1,282

建物延べ面積 849.9

作業室 休養室

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会 淀川区自立支援協議会　運営委員　知的障がい者部会員

最寄り駅からの略図

建物構造 鉄筋コンクリート

感染症対策 ・検温（利用者・職員・出入業者・来所者）・マスク着用・手指消毒・館内消毒・換気（最低15分に1回）・食事1人１テーブル・密とならないよう活動を工夫・体調が優れない場合は利用、出勤を控える

補足
（医療・送迎・
入浴について）

嘱託医師は月1回、看護師は週1回在籍。送迎は同法人生活介護事業所と併用し運行。（運行エリア：淀川区・西淀川
区・東淀川区・福島区一部・北区一部）

地域との連携
地域小学校・中学校と作業交流や就労体験の受け入れ。地域行事に参加。地域住民の皆さんに協力して頂き、ア
ルミ缶等を回収しリサイクル活動を実施。

医療体制 非常勤看護師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス 提供していない

就労支援の内容 法人内の就労支援部と連携

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 3ヶ月に1回 送迎 送迎を実施している 前年度平均工賃 ¥270

その他活動
散歩・ストレッチ・音楽療法・リハビリ・調理・外食・ドライブ・買い物・健康診断・旅行・年
忘れ会・花見会　等

家族
会

組織有り（任意で入会）

生活支援の内容
食事や排泄等の日常生活に必要な支援・援助
作業や活動を通じての社会経験の提供と支援
班単位の外出や外食などの余暇活動の提供

レクリェーショ
ン活動の内容

カラオケ・ビデオ鑑賞・創作・喫茶　等
クラブ活
動の有無

なし
クラブ活
動頻度と
内容

作業方法 受注作業が中心 作業内容
カーテン部品の組み立て、袋詰め、農作業、アルミ缶の回
収・プレス作業等

作品・製
品の販売

主に企業から加工賃
を得る

稲刈り
個別面談

年忘れ会 避難訓練個別面談 田植え 健康診断 避難訓練
日帰り旅

行

11月 12月 1月 2月 3月

余暇活動
各種活動

※第１、３のみ
休館

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

活動
内容

作業
各種活動

作業
各種活動

作業
各種活動

作業
各種活動

サークル
作業

曜日 月 火 水 木 金 土 日

内
容

送
迎

　受入
朝礼

着替え

　　作業
各種活動

昼食・休憩
作業

各種活動
休憩

備　考

終礼　更衣　帰宅　送迎
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